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研究成果の概要（和文）：平成26年度から29年度にかけて、次のような役割分担のもと研究を実施した。
　(1) 水俣に関しては、炭坑共同体と水俣に関わったモダニスト集団「サークル村」を中心に研究を行った。そ
の集団活動のなかから、 水俣病患者を表象する手法として、ルポルタージュ形式や「わたし」語りが誕生した
経緯を明らかにした。（山田）
　(2) 一連の調査結果をまとめた論文では、仏領ポリネシア での核実験で故郷を追われたクジラの群を描くマ
オリ作家イヒマエラの小説のクジラの視点から開示される海底の物語に、英米仏による核実験で移動を余儀なく
された太平洋諸島の民間被爆者の物語を論じた。（小杉）

研究成果の概要（英文）：Yuzo Yamada and Kosugi Sei were engaged in the following respective fields 
in the academic years from 2014 to 2017: (1)The modernists' approach to the ecological problems in 
South Wales and Minamata (Yamada) and (2)Post-industrial societies and literature in the Oceania 
nation-states.
(1) Yamada examined how reportage and first-person narratives were drawn on for representing the 
victims of environmental pollution.
(2) Kosugi revealed that the Oceanian people's reactions to the nuclear tests were inscribed not 
only in their folktale but also Witi Ihimaera's novels about whales.

研究分野：英語圏文学

キーワード： 共同体と言語　ルポルタージュ　核実験と環境　被爆者の語り
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１．研究開始当初の背景 
Raymond Williams や Stuart Hall は、CS
の鼻祖として階級や移民の問題を初めてア
ジェンダとしたことが強調されることはあ
っても、彼らの環境問題への取り組みや、そ
れとモダニズム政治との関係について包括
的に扱った研究は、国内外見回しても少ない
のが現状である。 
２．研究の目的 
(1) 歴史の「読み直し」論では、第二次世界
大戦終結期に顕著な帝国の縮小とモダニズ
ムの衰退が強引に結びつけられるあまり、20
世紀の長い期間、世界規模で起こる脱帝国化
と移民など人口移動にともなうモダニズム
刷新の動向が等閑視されてしまっている。本
研究ではその不備を補うため、1950 年代か
らの大量生産・大量消費がもたらした環境破
壊にモダニズムがどのように反応したかを
詳らかにすることをおもな目的としている。 
(2) 本研究は英語圏モダニズムの文学と政治
とを接合する試みである。本研究では、これ
までのモダニズム観を批判的にとらえ、産業
社会の負の部分を照射する政治学としてモ
ダニズムを定義しなおしたい。環境問題に介
入することで、社会の諸関係を変えようとし
たモダニズム政治の成功と挫折の道程を明
らかにしたい。 
３．研究の方法 
本研究を研究対象地域別にふたつに大別す
る。 
(1) 研究代表者（山田）は研究目的で挙げた
テーマのうち、石炭産業とモダニズムの関係
を、平成 26年度から 27年度にかけて、ウェ
ールズの図書館や成人教育機関に所蔵され
ている刊行物やシラバスを手掛かりに調
査・分析する。 
(2) 研究目的で挙げた目的のうち、太平洋の
原子力産業の諸問題については、研究分担者
（小杉）が平成 26年から 28年にかけて、ハ
ワイ、キリバス等の諸島に赴き、核を題材と
した読み物や映像資料の調査を実施する。 
(3) また、研究目的で挙げた目的のうち水俣
の環境問題については、代表者が水俣学の中
枢である熊本学園大学において、平成 28 年
に集中的に文献調査・情報収集にあたる。最
終年度の平成 29 年には、全研究期間の調査
で不十分であった部分を補い、研究を総括す
るとともに仮説を提示することを目指す。 
４．研究成果 
(1) 南ウェールズにおける石炭作業とモダニ
ズム(担当:山田雄三): 大阪大学での講演に招
いた Daniel G. Williams 教授 (Swansea 
University)の講演記録を整理するうちに、
南ウェールズ地域における bilingualism の
問題の重要性に気づいた。そこでウェール
ズ語と英語との bilingualism もテーマとし
て取り上げた小説家 Margiad Evans, Glyn 
Jones, Emyr Humphreysの小説について、
そのモダニズム的側面と bilingualism との
関係についてテクスト分析を行った。この研

究成果は、平成 26年 10月に開催されたヴァ
ージニア・ウルフ協会のシンポジウムにお
いて、口頭にて発表した。  
 
(2) オセアニア地域におけるポスト石炭産業
と文学(担当:小杉世): 平成 26 年 9 月に小杉
が、仏領ポリネシアの大学図書館で、冷戦期
の核実験に関する文献・視聴覚資料を閲覧、
現地の出版関係者から関連文献の出版状況
について情報を得るほか、自治独立を求めた
政治家 Po uvanaa a Oopaに関する最近の研
究書などを入手した。また、タヒチ人作家
Moetai Brotherson、核実験犠牲者の補償問
題に取り組む NGO (Moruroa e Tatou)の代
表者 Roland Oldhamにインタビューを行っ
た。平成 27 年 3 月の小杉の学会発表では、
地球温暖化や海洋汚染、鉱山開発による土地
荒廃や核実験に対して、Hone Tuwhare や
Lemi Ponifasio などのオセアニアの舞台芸
術や詩、絵画が発するメッセージを論じた。 
平成 27年 10月にキリバス共和国における現
地調査を行った。タラワ島のナニカイ村の障
害者からなる共同体 (Te Toa Matoa) の環境
劇の取り組みについての調査を行い、その
メンバーのライフ・ストーリーを聞くこと
で、キリバスの植民地時代とその後の生活
の現状が島民の健康に与えた影響について
考察を試みた。平成 27年 5月に発行した論文
では、ニュージーランドの作 家 Janet 
Frameの詩と Colin McCahonの絵画に見ら
れる核の表象を論じている。平成 28年度、小
杉は英米による核実験が行われたクリスマ
ス島で調査を行った。実験当時、島に在住
していたキリバス人民間人の被爆者たちが
共同体を形成するタブァケア村で、被爆一世
を中心に、実験当時の記憶とその後の生活の
変化について、ライフ・ヒストリーを聞き取
った。平成 29年 4月に発行された論文の一節
では仏領ポリネシアでの核実験で故郷を追
われたクジラの群を描くマオリ作家イヒマ
エラの小説のクジラの視点から開示される
海底の物語に福島原発事故後の放射能汚染
影響下にある海の生物や、英米仏による核
実験で移動を余儀なくされたり、一部は補
償も認められていない太平洋諸島国家の民
間被爆者たちの物語を重ねて論じた。平成 29
年度には、キリバスの民間人被ばく者のイ
ンタビューとその他の記録のキリバス語 か
ら 英 語 への翻訳編集作業を現地の協力者と
共に行い、おもに除染に関わる記憶をめぐ
る補足の聞き取り調査を行った。加えて、 マ
ーシャル諸島の核実験や地球温暖化に関す
る文学作品の分析も行った。  
 
(3)「水俣学」の遺産(山田)：第二次世界大戦後
に石炭から石油へのエネルギー転換が起き
ると、ウェールズや九州では 廃坑が相次い
だ。九州最大の筑豊炭田で失業者した人び
とのなかには、基幹産業となりつつあった石
油化学産業に職を求めることとなる。そし 



て、この産業でも優良企業とされていたチ
ッソの水俣工場で、その排水が原因で、1950
年代の終わりに水俣病が発生する。この時
期、炭坑共同体と水俣に関わったモダニス
ト集団に石牟礼道子がいる「サークル村」
があった。その活動のなかから、多様な文
学のフォームが生まれている。そのなかで
も、平成 28 年度は水俣病患者を表象する手
法として、「わたし」語りが誕生した経緯を
明らかにした。平成 29年度には、第二次産業
の共同体と水俣に関わったモダニスト作家
を中心に多様な文学フォームの研究を行っ
た。そのなかでも、労働者や水俣病患者を
表象する手法として、ルポルタージュ形式
が発展した経緯を明らかにした。  
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